
ユネスコの戦略的変革
平成３１年９月 国際文化協力室

コミュニケーションWG(Communication)                        
ユネスコのブランド化，イメージ向上，内部コミュニケーションの改善につき検討中。ソーシャ

ルメディアポリシーの策定を目指す。

戦略的パートナーシップWG(Partnerships)
国連改革とも連携しつつ，開発銀行やマルチドナーファンド，地域経済共同体との連携強化
等を検討中。新たなパートナーシップ戦略の策定を目指す。

グローバルプレゼンス向上(Global Presence)   
フィールドオフィスの見直し，統合やオフィスの基準見直しや分類などを含む再編計画を検討

中。幹部のマネジメント強化，ユネスコのフィールドプレゼンスのヴィジョン策定を目指す。

Support  
Unit
4人の事務局職員
で構成。

各部局との間で
の調整を行う等，
各WGの作業をサ
ポートする。

●２０３０アジェンダ達成に向けた事業の実施促進
●ユネスコ所掌分野の国連システム内での主導的役割の確保

第４１回総会（２０２１年秋）において承認される中期戦略（８カ年。２０２２年～２０２９年）および事業予算（４カ年。
２０２２年～２０２５年）に，改革の結果を反映させることを目指す。

改革の目的と指標

構造改革及び
マネージメント・カルチャーの強化

作業効率性の強化
２０３０年に向けての戦略

（ユネスコのビジョン・優先事項）

改革プロセスの三つの柱

High-Level 
Reflection 
Group  
多国間システムまたは国
際協力の分野で国際的
に認知された人物１２名
で構成，アズレー事務局
長に直接インプットを行う。
（地理的配分とジェンダー
バランスを考慮し，事務
局長が指名）

今後の最大の課題は
サブスタンスの改革

作業効率性WG(Operational efficiency)                
リスクマネジメントの改善，モビリティプランを重視し作業中。人事異動の円滑化を目指す。

Steering Committee
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